
Q&A詳細内容

管理番号:NEXT02753　基本-ケアプラン連携

（居宅支援事業所向け）ケアプランデータ連携システムからダウンロー
ドした実績ファイル（CSVファイル）をほのぼのNEXTに取り込みたい。

 以下の3つの操作を行います。

1. ケアプランデータ連携システムからダウンロードした実績ファイル（CSVファイル）を
ルートフォルダに保存します。

2. ［提供事業所連携H］画面で［CSV取込］と［転送］を行います。
3. ［利用票］画面で確認します。

参考

実績ファイルを取り込むには、あらかじめ予定ファイルの出力を行っている必要があります。予定ファイル
の出力を行わずに、実績ファイルの取り込みを行うことはできません。

ルートフォルダに実績ファイルを保存する

ここではデスクトップに作成している「ケアプラン連携」をルートフォルダに設定しています。ルートフォ
ルダが不明な場合は「ルートフォルダを確認する」を参照してください。

1 ルートフォルダ①を開き、ダウンロードしたCSVファイル②を移動または貼り付けます。

参考

ガ
イ
ド



ルートフォルダに保存したCSVファイルは、各事業所の「jisseki」フォルダに自動で移動できます。複数の
サービス提供事業所から実績が届いている場合、ルートフォルダにまとめて保存を行ってください。

保存したファイルをほのぼのNEXTに取り込みます。「CSVファイルを取り込んで転送する」に進んでくださ
い。

参考

ルートフォルダを確認する

ルートフォルダは、ほのぼのNEXTで出力先・取込元となるフォルダとして指定しているフォルダです。

1. ［提供事業所］画面の［提供事業所連携］をクリックします。



2. ［提供事業所連携H］画面の［マスタ他］をクリックします。

3. ［動作設定］をクリックします。
4. 指定しているルートフォルダを確認します。
ここでは、利用しているパソコンのデスクトップにある「提供票連携」というフォルダがルートフォ
ルダに指定されています。

CSVファイルを取り込んで転送する

1 ほのぼのNEXTを起動します。

2 メイン画面で［↓］→［ケアマネ］→［利用・提供票］→［提供事業所］をクリックします。



［提供事業所］画面が表示されます。

3 「提供年月」①を入力し、［提供事業所連携］②をクリックします。

［提供事業所連携H］画面が表示されます。

ルートフォルダから「jisseki」フォルダに移動する

ルートフォルダに保存したCSVファイルを、サービス提供事業所ごとの「jisseki」フォルダに移動します。

1 ［実績取込］①をクリックします。

2 ［支援事業所］②を選択し、［提供事業所番号］③を選択します。

3 ［フォルダ］④をクリックします。

参考



［フォルダ］をクリックすると、自動的に操作を行っている提供年月の「jisseki」フォルダを作成し、ルー
トフォルダからファイルを移動させます。

4 選択したサービス提供事業所の「jisseki」フォルダにCSVファイルが移動したことを確認し、フ
ォルダを閉じます。

ここでは「202504-0600000009-0600000010-jisseki」にファイルが移動されました。

参考

onlineプラットフォーム環境で利用されている場合、［フォルダパス］画面が表示されます。「onlineプラ
ットフォーム環境で利用している場合」をご確認ください。
ルートフォルダの直下に「提供年月-支援事業所番号-提供事業所番号-jisseki」のフォルダを作成し移動して
います。



［提供事業所連携H］画面が表示されます。「CSVファイルを取り込む」に進んでください。

参考

onlineプラットフォーム環境で利用している場合

［フォルダパス］画面が表示された時点で「jisseki」フォルダに自動で移動が完了しています。ファイルが
移動されたか確認したい場合は、以下の操作を行います。

1. ［フォルダのパスをコピーして閉じる］をクリックします。

2. 利用しているパソコンのエクスプローラを開き、アドレスバーで右クリック①します。
3. 「貼り付け」②をクリックし、Enterキーを押下します。
4. 「jisseki」フォルダにCSVファイルが移動したことを確認します。



5. 確認したファイルをほのぼのNEXTに取り込みます。「CSVファイルを取り込む」に進んでくださ
い。

CSVファイルを取り込む

1 ［CSV取込］をクリックします。

確認メッセージが表示されますので「はい」をクリックしてください。



2 情報メッセージで「OK」をクリックします。

正常に取り込みが出来なかった場合、情報メッセージや取り込みが出来なかったファイル名が表示されま
す。取り込んだ情報をほのぼのNEXTに転送します。「取り込んだ実績を転送する」に進んでください。

取り込んだ実績を転送する

1 実績を転送後に利用票を実績で計算したい場合は、［転送後に実績で計算］①にチェックを付け
ます。

2 ［転送］②をクリックします。

確認メッセージが表示されますので「はい」をクリックします。なお、福祉用具貸与事業所の実績取込を行
っている場合、確認メッセージのあとに［提供事業所連携福祉用具］画面が表示されます。詳しくは「福祉
用具貸与事業所の場合」をご確認ください。



福祉用具貸与以外の場合は操作手順3に進んでください。

参考

福祉用具貸与事業所の場合

実績情報とTAISコード（福祉用具届出コード）やサービスコードなどが一致する商品を、自動的に「商品名
（自事業所側）」①に表示し、紐付けを行います。紐付けされた商品や単位数の確認、必要応じて［日割区
分］②を変更し、［確定］③をクリックしてください。

なお、福祉用具マスタに実績情報と合致する商品が無い、または合致する商品が複数登録されている場合、
初回の実績取込時に自動で紐付けを行うことが出来ません。
詳しくはQ＆A「［提供事業所連携福祉用具］画面で以下の確認メッセージが表示される。-「商品が未確定



のサービス行があります。処理を続けますか？商品が未確定のサービスは転送されません。」」を参照して
ください。

3 複数のサービス提供事業所の実績ファイルを取り込みたい場合は、［提供事業所番号］を切り替
えて同じ操作を行います。

参考

選択した［提供事業所番号］・［提供年月］のCSVファイルのみルートフォルダから「jisseki」フォルダに
移動が行われます。提供事業所番号や提供年月を切り替えて、「CSVファイルを取り込んで転送する」の操
作を行って下さい。

確認する

1 ［利用票］①をクリックし、利用者名②を選択します。

2 利用票に実績③が反映されたことを確認します。



https://www.ndsoft.jp/product/bpo/?source=next_support_page
https://www.ndsoft.jp/product/bpo/?source=next_support_page

